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厄介者の竹の土木活用法の提案 
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「竹イノベーション研究会」発足 
～循環型社会の構築に向けて～ 

Bamboo flakes and tips 
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Faculty of Civil Engineering, Fukuoka University 

竹との出会い ８年前・・・・竹チップと出会う。 
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Faculty of Civil Engineering, Fukuoka University 
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Faculty of Civil Engineering, Fukuoka University 
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Faculty of Civil Engineering, Fukuoka University 

・輸入量の増大、生産者の減少 

・竹林が放置され、竹林保護のため 

 伐採された竹廃材（廃棄物）が大量発生 

 （繁殖力が強いため定期的な伐採が必要） 

現在では、竹チップ・竹フレーク・竹粉などへ 
加工が進められている。 

竹廃材の有効利用 
   が求められている。 

・堆肥として農業分野への利用 
・飼料として畜産分野への利用 

【加工品の性質】 

● 吸水力が高い 
● 繊維質である 

竹の現状 
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放置竹林の現状 

竹の地下茎の根によって脆弱した斜面 

孟宗竹により浸食された里山 
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茶畑に侵入した竹 放置されたミカン畑への竹の侵入 

放置竹林内の状況 整備された竹林内の状況 
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Pavement 
 

 

 

 

竹廃材を活用した 

土系舗装技術の開発 
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Faculty of Civil Engineering, Fukuoka University 

土系舗装への適用 研究成果 
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■ 竹の引張り補強効果 → ひび割れ防止効果を確認 
竹廃材（チップ状態）を用いた 
土系舗装材料の開発 

施工直後 施工後2年半 

■ 竹チップは、防草効果を有することを確認 
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PFBC灰と竹チップ混入型 
歩行者系舗装材料の施工試験 

福岡県福津市 あんずの里公園内歩道整備 
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Faculty of Civil Engineering, Fukuoka University 

Geo-Environment 

 

 

 

 

竹廃材を活用した 

軟弱地盤の改良技術の開発 

Bamboo flakes and tips 
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Faculty of Civil Engineering, Fukuoka University 

研究背景（ため池の現状） 

《堆積した底泥》 
・高含水比であるため運搬が困難 
・処分地の確保が困難 

日本には約21万箇所ものため池が存在し、 
農業用水の貯水、洪水の調整池、親水施設
等、重要な役割を担っている。 

全ため池の約70%以上が築後100年以上 
経過し、老朽化している。 

老朽化に伴う堤体の崩壊や漏水、底泥の堆積による水質悪化、貯水量の減少 

ため池底泥の有効利用が 
強く求められている。 

ため池整備事業の必要性 
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Faculty of Civil Engineering, Fukuoka University 

従来技術とその問題点 

 
 

固化材 
【従来技術】 

 

 

底泥を有効利用するためには、安定処理（セメント安定処理）や 
脱水処理などの改良が必要である。 

運搬あるいは盛土材へ利用 

・含水比が高いため、多量のセメントが必要 
・セメント添加に伴うpHの上昇（アルカリ化） 

問 題 点 

【着眼点】 
■高含水比な底泥（浚渫土）の含水比を効果的に低下させる 

吸水効果を有する竹廃材を吸水材として添加させ、 

セメント添加量を大幅に削減する（あるいは使用しない）。 

農業分野等での 
  利用は難しい 

着眼点 

含水比が高く運搬不能 
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Faculty of Civil Engineering, Fukuoka University 
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量絶乾状態の吸水材の質

吸水材の吸水量
吸水比

吸水比Su：吸水材1gに対する吸収した水の質量 

攪拌 養生 締固め コーン指数試験 混合 含水比調整 

竹廃材の種類 竹フレーク 竹チップ-A 竹チップ-B 竹チップ-C

写真

含水比 w (%) 54.6 10.8 69.0 102.5

形状
最大長さ：20mm

綿状のものを多く混入
最大長さ:20mm

僅かに綿状のものを混入
最大長さ：30mm 最大長さ：70mm

吸水比 Su(%) 455.1 361.0 242.4 142.4

竹廃材の吸水特性 

室内試験の流れ 
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Faculty of Civil Engineering, Fukuoka University 

竹廃材の吸水特性 

竹廃材の種類 竹フレーク 竹チップ-A 竹チップ-B 竹チップ-C

写真

含水比 w (%) 54.6 10.8 69.0 102.5

形状
最大長さ：20mm

綿状のものを多く混入
最大長さ:20mm

僅かに綿状のものを混入
最大長さ：30mm 最大長さ：70mm

吸水比 Su(%) 455.1 361.0 242.4 142.4

竹廃材の種類 竹フレーク 竹チップ-A 竹チップ-B 竹チップ-C

写真

含水比 w (%) 54.6 10.8 69.0 102.5

形状
最大長さ：20mm

綿状のものを多く混入
最大長さ:20mm

僅かに綿状のものを混入
最大長さ：30mm 最大長さ：70mm

吸水比 Su(%) 455.1 361.0 242.4 142.4

竹廃材の種類 竹フレーク 竹チップ-A 竹チップ-B 竹チップ-C

写真

含水比 w (%) 54.6 10.8 69.0 102.5

形状
最大長さ：20mm

綿状のものを多く混入
最大長さ:20mm

僅かに綿状のものを混入
最大長さ：30mm 最大長さ：70mm

吸水比 Su(%) 455.1 361.0 242.4 142.415 



ため池底泥（w=110%)に竹フレーク（底泥湿潤質量に対し10%）を混ぜた様子 

竹フレークの改良効果 
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2011年 9.21-22 東京国際フォーラム 
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当研究室の竹廃材を用いた研究が紹介されました。 

WEDGE 2011年12月号 

Faculty of Civil Engineering, Fukuoka University 
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しずおか竹サミット2012.2.15 招待講演 
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土木資材としての問題点 

• 短い期間に大量に使用する。 

• 使用する時期・シーズンを選べない。 

• 安定的な品質・低コスト 

 

生産・流通・品質など  

建設系分野だけでは解決できない 

竹の普及・発展・ビジネスネットワークを構築 
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竹イノベーション研究会 

2012.10.26(発足） 

Bamboo Innovation Group 
愛称：BIG(ビック） 
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竹の普及・発展・ビジネスネットワーク
を構築 

• 建設系分野に一切とらわれないネットワーク 
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研究会の目的 

• 竹資源の有効活用・環境保全を検討 

• 商品化・販売方法等を研究しビジネスネット
ワークを構築 

• 日本各地にある竹関連ＮＰＯ、研究会、大学
とのネットワークを積極的に構築 

• 国・地方自治体への参加を招待 

• 農業、製薬、飲料他の各分野の方々も研究
会のメンバーとして迎える 
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活動内容（赤：会員限定） 

• 発足記念イベント（第1回竹フォーラム 2012/11/29） 

   約200名が参加 

• 2013年5月 研究会総会（予定） 

• 2013年4、8、11月 竹フォーラム（予定） 

• 2013年10, 12月 竹勉強会・見学会（予定） 

• 役員会 1回/3ヶ月 

• その他 

  研究会会員交流会 

      環境展等への出展、伐竹体験・伐竹活動 

  体験竹林の設置 

  竹の子掘り  他 
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BIG 役員紹介 
代  表 佐藤 研一 （福岡大学） 
副 代 表  鍋島 克仁（ＮＰＯバンブーワールド） 
事務局長 松木 重夫 (株式会社ＮＩＰＰＯ） 
理  事 大橋 弘幸（㈱大橋） 
     河野 孝夫（日新興業㈱） 
     川谷 真輝（東和スポーツ施設㈱） 
     野間 二郎（㈱野間産業） 
会計監事 藤川 拓郎（福岡大学） 
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第1回 竹フォーラム開催（2012.11.29（木））  

場所：福岡大学中央図書館大ホール 

九 州 を 中 心 に
約200名が第1

回竹フォーラム
に参加！ 

こ の 分 野 の 関
心 の 高 さ が 窺
える。 
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八女市竹対策の取り組み 
 “かぐや姫さがし”の里づくり計画 

竹に関する農業分野の取組み 
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36% 20代 

30代 

40代 
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60代以上 

79% 

5% 

3% 

3% 
1% 1% 1% 1% 2% 2% 2% 

福岡県 

東京都 

熊本県 

広島県 

宮崎県 

鹿児島県 

沖縄県 

大分県 

静岡県 

大阪府 

45% 

15% 

5% 

35% 

産業界（民間企業） 

官公庁（国・地方公共団体） 

学校関係（教育・研究機関） 

その他 

1. あなたの年代について教えてください。 3. どこから参加されましたか？ 

4. あなたの所属（業種）について教えてください。 

第1回 竹フォーラム 参加者アンケート集計結果 

28 



25% 

1% 

6% 

9% 

1% 2% 5% 3% 4% 
5% 

3% 

9% 

0% 
3% 

24% 

建設 

建築 

機械 

農業 

食品 

食品 

化学 

電機 

卸売業 

製紙 

27% 

73% 

0% 0% 0% 

とても良かった 

良かった 

普通 

あまり良くなかった 

良くなかった 

15% 

71% 

14% 
0% 0% 

とても役立つ 

役立つ 

普通 

あまり役立たない 

 役立たない 

5. あなたの専門とする分野について教えてくださ
い。 

7. フォーラムに参加して、良かったと
思いますか？ 

8. フォーラムの内容はいかがでしたか？ 
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竹廃材の種類 竹フレーク-A 竹フレーク-B 竹チップ-A 竹チップ-B 

業者A 

竹廃材の種類 メッシュ40 メッシュ50 メッシュ60   

業者B 

竹廃材の種類 一次粉砕  二次粉砕 1回 二次粉砕 2回 

業者C 

竹廃材の種類 20mm粒径 5mm粒径   

業者D 
日本全国から取り寄せた
竹チップ 
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  竹は温暖な土地に繁殖する植物であり、わが国では北海道から九州まで数多くの種
が分布している。図１に都道府県別に見た竹林面積の上位10都道府県を示している。 

  

 上位5県は全て九州・山口地方に位置し、福岡県の竹林面積も11,020haと広い。これ

は九州の温暖な気候が竹の生育に適しているためと考えられる。このように、九州では
竹林が非常に多く存在しており、また放置竹林や竹林の拡大は非常に重要な問題となっ
ている。なお九州には主にマダケ・モウソウチクの2種が多く自生している。 

 

日本における竹林面積 
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福岡大学 工学部 社会デザイン工学科 
教授 佐藤 研一  
 
TEL ：092-871-6631(内線6464) 
FAX   ：092-865-6031 
e-mail：sato@fukuoka-u.ac.jp 
携帯：090-5384-7784 
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